


原　理
本装置は、150°幅の超音波を送受信することによって、水深の約7.5倍※1

の広範囲な海底地形データおよび、海底反射強度データを瞬時に得ること
ができる装置です。まず、送波器から左右舷方向に広く、船首尾方向に狭
いビームで超音波を送波します。送波器は船首尾方向が1.5°、左右舷方向
が150°の扇形ビームを形成しています。
海中、海底からの反射波は送波ビームにクロスする扇形ビームで受波します。
受波器は船首尾方向が20°、左右舷方向が1.5°のビームを形成しています。
この受波ビームを左右舷方向に高速に電子走査することにより、1.5°×
1.5°の高分解能で海底反射信号を得ることができます。
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トルーモーションは表示画面の上をノースとし、航跡 
に沿って海底を表示する。リラティブモーションは、 
表示画面を右向きに進み、海底を表示 
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真下の海底を表示 

横断面 

横断面 生映像表示 

縦断面 

3次元図 

海底地形探索装置HS-600の海底表示モード

海底地形探索装置海底地形探索装置
Multi Beam Sonar

本装置は、船の真下から両舷方向の海底を幅広く連続的に探索することができる、「海底地形探索装置 HS-600/HS-600F」です。
検出したデータは、海底地形図としてカラー表示部上にリアルタイムにグラフィック表示すると同時に、データ収録できます。収
録したデータは、オフラインでのデータ編集が可能であり、広域の海底地形図等が作成できます。また、自船左右の反射強度を検
出するサイドスキャン表示も可能で、沈船等の発見に有効です。本装置は、従来の単ビーム方式に比べ大幅に測深効率をアップさ
せ、管理測量、水路測量、港湾工事、護岸工事、ダム管理、魚礁の調査等、多用途に大きな威力を発揮いたします。

概　要

（サーキュラアレイ） （フラットアレイ）

※1  HS-600Fは120°幅で、水深の約3.4倍です。

広範囲の海底地形データをグラフィック処理。
多彩な情報を三次元で分析・表示。
広範囲の海底地形データをグラフィック処理。
多彩な情報を三次元で分析・表示。
広範囲の海底地形データをグラフィック処理。
多彩な情報を三次元で分析・表示。



操船支援装置で作成されたメッシュファイルに対し、
測深データに含まれている異常データを削除する等、
編集を行います。
編集結果はCSV形式のファイルで保存されますので、
汎用性に優れています。

広範囲の海底等深浅図

高さのスケールを自由に設定することで、必要に応じ
て海底の起伏を強調することができます。

光源の位置を自由に設定することで、海底の状況をリアルに
表現できます。

広範囲の海底を計測した測深データをメッシュ編集することが可能です。編集結果は等深浅図、三次元鳥瞰図、深浅図、任意
断面図、陰影図等に表示できます。

メッシュ編集画面

広範囲の海底三次元鳥瞰図

広範囲の海底陰影図

データ処理装置表示例データ処理装置表示例データ処理装置表示例（データ処理装置はオプション）



海底の起伏からアンカー跡まで、詳細に表示します。 点在する水没物(魚礁等)を表現。形状までくっきりと
表示できます。

三次元表示（アンカー跡） 三次元表示（水没物）

リアルタイム表示リアルタイム表示リアルタイム表示

左図は「魚礁」の探査データを4モード併記で表示した例です。
このように本装置はリアルタイムで海底の状況を詳細に把握することが
できます。

右図は700×1000ｍの範囲の海域を測量した結果を、操船支援表示し
たものです。
画面右下の図には、あらかじめ測量エリアに設定したコースを表示しま
す。作業船はそのコースに沿って走行します。画面右上では、測量船と
設定コースとの位置関係を表示し、操船を支援します。中央の画面では
測量済みデータを表示します。測量漏れエリアの有無を確認できると共
に、測量エリアの海底地形を把握することも可能です。
測量時には、水深データをファイル化し収録します。

操船支援表示画面
（操船支援装置はオプション）

サイドスキャン表示（魚礁） 陰影表示（サンドウエイブ）

魚礁と魚礁に付いている魚群までを表示できます。 サンドウエイブの形状がくっきりと表示できます。



相互系統図 （船底装置例）
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HS-600Fのシステム系統図

■ 広範囲・高探知回数の探査
広域海底幅を探査することができ、さらに、繰り返し回数の多い海底探査も可能です。
150°幅探査モード※3は、水深の7.5倍の海底幅の探査ができ、また、使用目的により150°、120°、90°、60°※4幅探査
モードを選択することができます。海底検出の繰り返しは、送信回数 最大32回/秒の海底探査が可能です。
※3 HS-600Fは、120°幅で、水深の約3.4倍 ※4 HS-600Fは、120°、90°、60°

■ 船体動揺補正
リアルタイムに船体動揺補正をすることにより、常に安定した海底映像表示が可能です。

■ 高分解能、高精度測定
送受波ビーム幅は1.5°×1.5°※2、測深分解能は9mmであり、水平方向および深度方向ともに高分解能で精度の高
い海底地形の調査が可能です。これは、IHO（国際水路機関）の測深精度を満足しています。
※2 HS-600Fは、1.0°×1.5°

■ 豊富な表示モード
リアルタイムでの生映像表示、海底地形表示、海底反射強度表示、操船モニター表示、サイドスキャン表示、航跡
表示等の豊富な表示モードを搭載しています。サイドスキャン表示は、海底や沈船等の反射強度差を検出した表示
ができます。

■ 小型軽量
各ユニットは小型軽量で、小型船に簡単に装備することが可能です。

■ 操船支援装置、データ処理装置（オプション）

■ 送受波器の装備は船底装備と舷側装備の選択が可能
送受波器の舷側装備が難しい大型船に対しては、船底装備が可能です。船底装備としては、上下装置を使用した装備
と、船底タンク装備が可能。小型船に対しては、測定時において、舷側に送受波器の仮装備ができる、舷側装備が可
能です。

特　長

※構成・詳細については担当営業員にお問い合わせ下さい。

■ センサーの船底装備が容易なフラット送受波器も用意（HS-600F）




